










1.内 容:デ ザインに関する未発表の論文,研 究報告。
2.投 稿資格:本 会会員。
3.採 択:採 否及び掲載号については編集委員会が決定する。




6.提 出期限:論 文は随時,研 究報告等 は8月末 日。 ・・
7.提 出 先:意 匠学会編集委員会。
なお,以 上の規程 は,平成6年7月9日 より発効する。




論文の場合は最終原稿 とともに,ま た,研 究報告等は原稿提出時に,フ ロッピー(機種,ソ
フ ト等 を明記)も 提出すること。いずれの場合 も,提出に際 しては,コ ピーをとって手元に
保存すること。
また,所 定の割付用紙に割 り付けを行 なって,原 稿 とともに提出すること。割付用紙は必
要に応 じて各自コピーすること。
2.原 稿の分量:
分量は学術論文 と研究報告はともに,図版,図 表,注 などすべてを含めて,刷 上 りで,14
頁以内 とする。(400字詰原稿用紙では約45枚である)。紙上発表 は8頁以内,発 表レジメは
2頁とする。
3.原 稿 の構成:
原稿には,表 紙,本 文,注,お よび学術論文 と研究報告には欧文(原 則 として英文)要 約,
キーワー ドを付す こと。
1ユ9
表紙 には,表題,著 者名(ふ りがな付 き),所属機関名を和文 と欧文.(原則 と一して英文)
で書 くこと。
欧文要約は,刷上 り1頁 とする。語数は約200語。・必ず,タ イプライターまたはワープロ
で作成すること。 また,で きる限り,当該言語を母国語 とする人の校閲をえてお くこと。
キーワー ド(和文および英文)は,そ れぞれ5語 以内 とする。
4.図 ・表のレイアウ トなど:
図版はモノクロームとし,位置の指定,大 きさ,レ イアウ ト,必要な トリミングなどはす
べて執筆者が行なうこと。 レイアウ トなどには学会指定の割付用紙で行なうこと。







は新設の大学院が2年 にな りますので,次 号ではもっと多 くなる予定です。
また,レ イアウ トに手を加えて,文 字数をかな り増やしました。 これは編集委員のワーキン
グ ・グループ(日野,佐 野,藤 田各委員)が 検討を加えたものです。 これによって執筆要領を
投稿規程からはず して,詳 細なものをつ くりました。(その過程 は会報をご覧 ください)。また,
割 り付 けも各執筆者に行なってもらうことにしました。今後,投 稿を予定されている方は事務
局 まで資料を請求 して ください。
全体 について,積極的な投稿 とご批判 とをお待ちしてお ります。(宮 島)
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